






図 32 1854 年７月 9日（安政元年／嘉永 7年 6月 15 日）伊賀上野の地震とそ

の余震による震度分布 -その１（萩原ほか，1982）

萩原ほか（1982）によれば，午前 2時頃に木津川断層系の活動による M7.2 の

地震と，桑名・四日市断層の活動による M6.7 の地震が発生し，同日午前 7時

ないし 8時に笠置山地および奈良盆地を含む地域で花ノ木断層による余震

（M6.8）が誘発されたと考えられている．



図 33　1854 年 7 月 9 日（安政元年／嘉永 7年 6月 15 日）伊賀上野の地震と

その余震による震度分布 -その 2（宇佐美ほか，2013）

宇佐美ほか（2013）による震度分布図では，丑刻に発生した本震と，同日卯

辰刻に伊賀上野と奈良を中心とした余震による被害が区別されていない．




